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第 5 巻発刊によせて
Occlu-Pad®（オクルパッド）の冊子「3DVFT²」第 5 号をお手にしていただきありがとうございます。

弱視（機能弱視）の治療は完全屈折矯正と遮閉法（健眼遮閉）が基本ですが、弱視の病態は視覚野を中心とした脳内にあるた

め、回復の機序など解明すべき課題が多い現状もあります。しかしながら、完全屈折矯正による弱視眼の網膜への鮮明な像の投影、

健眼遮閉による弱視眼の積極的な使用が弱視眼の視力向上に効果があることは臨床的事実です。

オクルパッドは遮閉法の基本的な原理（健眼遮閉による患眼の積極的使用）を踏襲しながら、「両眼開放下」と「Pleoptics （弱

視眼を使用する訓練）」の要素を加えた新しい弱視訓練装置です。

我々が報告したオクルパッドの弱視治療成績（家庭貸出による）では視力 1.0 を獲得するまでの平均治療期間は 7 ヶ月（内訳：

不同視弱視：1 ～ 5 ヶ月、斜視弱視：2 ～ 11 ヶ月）です。当院における従来の眼帯（アイパッチ ®）を使用した訓練法にくらべ

て約 2.6 倍の弱視眼視力向上効果、すなわち治療期間の短縮が認められています。限られた感受性期間に治療を行う必要がある

弱視治療にとって、治療期間の短縮効果は治療成績にとって重要な意味を持ちます。オクルパッドの弱視訓練効果は訓練に対する

コンプライアンス（訓練指示時間に対する実際の訓練時間）の高さ、両眼開放下による違和感の少なさ、訓練ゲームの訓練効果

などが関係していると思います。コンプライアンスについては眼帯を用いた遮閉法（3 ヶ月後）では 30％ほどであるのに比べ、家

庭貸出にてオクルパッド使用において 70％、通院でオクルパッド使用においてはほぼ 100％です。

オクルパッドを弱視治療法として採用いただいた先生方の多くは通院型で行われており、家庭貸出と同等

のオクルパッドの弱視訓練効果が報告され始めています。本号ではオクルパッドの通院型訓練を採用されて

いる 2 施設から臨床成績を紹介いただきます。通院型訓練を中心に定着の兆しを見せ始めているオクルパッ

ドが効果的な弱視訓練装置として先生方にご使用いただき、弱視治療のお役に立てることを願っております。
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Occlu-pad®（オクルパッド）の通院訓練成績
刈谷豊田総合病院　伊藤　博隆

１．はじめに

オクルパッドの家庭訓練（貸し出し）による弱視訓練効果については、既報の通りに効果が認められています。しかし、必要保

有台数や機器管理の観点からオクルパッドの通院訓練を弱視訓練のスタンダードとして採用している施設も多くあると思います。

そこで、当院を含めた関連施設でのオクルパッドの通院訓練成績をご紹介させていただきます。

２．家庭訓練（貸し出し）と通院訓練の効果比較

オクルパッドの家庭訓練：1 時間 / 日と、通院訓練：週 2 回以上 30 分 / 回との弱視訓練効果を、弱視患者 14 名を対象に検討

しました。

内訳は家庭訓練群：不同視弱視 6 名 平均年齢 5.34 歳± 1.17 歳（3

歳～ 7 歳）、通院訓練群：不同視弱視 8 名　平均年齢 5.62 歳± 1.26

歳（3 歳～ 7 歳）です。訓練開始前の弱視眼の矯正視力は、家庭

訓練群：logMAR（0.28 ± 0.19）　通院訓練群：logMAR（0.38 ±

0.12）でした。

家庭訓練群と通院訓練群の視力推移を図 1 に示します。

両群ともに弱視眼視力の向上が認められ、両群間における経過

（月）毎の訓練効果に有意差は認められませんでした。通院訓練群

の 1 ヵ月あたりの訓練時間は家庭訓練群の約 1/5（5.3 時間）で

したが、訓練効果が有意に低下することはありませんでした。

３．通院訓練の治療期間の実際

通院訓練群の小数視力 1.0 到達までの治療期間を図 2 に示します。小数視力 1.0 到達期間は平均 3.6 ヵ月でした。当院での家庭

訓練の小数視力 1.0 到達期間が平均 3.3 ヵ月でしたが、両群間の 1.0 到達期間に大きな差は認めませんでした。オクルパッドの通

院訓練効果については、週 2 回以上で 1 回 30 分の訓練でも効果は期待できると思われます。そのため、オクルパッドが 1 台でも同

時に複数の弱視患者に対応することが可能です。

家庭訓練（貸し出し）における破損や紛失のリスクも少なくなり、

患者側からのメリットとしてもレンタル代を支払わず、保険の範囲

内で訓練を受けることができます。しかし、通院訓練では月に 10

回程度は来院しなくてはならず、患者側の生活環境を考慮しなくて

はならないと思いますので、患者側に合わせた訓練を考えようとす

れば、オクルパッドを複数台所有できている形が理想だと思います。

弱視訓練をはじめるにあたり、遮閉法とオクルパッドの治療法選

択だけではなく、家庭訓練と通院訓練の選択もできれば患者側にとっ

て大変喜ばしいことなのではないでしょうか。今後の弱視訓練選択

（遮閉法あるいはオクルパッド、家庭訓練あるいは通院訓練）にオク

ルパッドの活用が期待されます。
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図 1：訓練効果比較
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図２：通院訓練効果（視力）
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オクルパッドを用いた通院型の弱視訓練の実際
北里大学医療衛生学部　視覚機能療法学　助教　岩田　遥

オクルパッドは両眼開放下の弱視訓練装置であり，弱視訓練における臨床的有用性が期待されています。この両眼開放下で

弱視眼のみに視標を呈示する弱視訓練は、片眼をアイパッチなどで完全遮閉することによる弱視訓練と比較して、良好な弱視

訓練効果が得られる可能性が示唆されています ¹）。

オクルパッドはこれまで家庭への貸出による良好な弱視訓練効果が報告されてきましたが、小中規模の病院や、かかりつけ

の病院において多数のオクルパッドを所有し、全ての訓練対象となる患者様にそれを提供することは困難な場合もあります。

そこで本記事において、オクルパッドを用いた通院型の弱視訓練の方法、及びその訓練成績を紹介させていただきます。

通院型の訓練の場合、院内施設にスペースを確保して訓練を行います（図 1）。初回

の訓練は保護者様と同伴していただくことを原則としていますが、2 回目以降の訓練

は可能であればお子様のみで訓練を施行していただくことも許可しています。ただし

その際は、訓練中は定期的に視能訓練士がその様子を確認し、更に訓練後はオクルパッ

ドに搭載されている訓練時間記録システムにより、実際の訓練状況を管理します。

さて、それでは実際の訓練成績をお示しします。対象は不同視弱視と診断された患

児 10 名（平均 5.7 ± 1.6 歳）です。弱視訓練前の弱視眼の矯正視力は平均で 0.61 ± 0.14

（小数）であります。全ての患児に対し、調節麻痺下における完全屈折矯正の眼鏡を装

用し、週に 2 回、1 回当り 30 分間（1 週間当り 1 時間）のオクルパッドを用いた通院

訓練を指示しました。

全ての患児の弱視訓練後の矯正視力は 1.2 に安

定して到達し（代表例 3 例：図 2）、その弱視訓

練期間は平均 4.7 ± 1.4 ヵ月、また実際に弱視訓

練を施行した時間は平均 18.3 ± 7.7 時間であり

ました（1 週当り 0.97 時間。コンプライアンス

率 97％）。不同視弱視の患児に対して、訓練間隔

の空く週 2 回の通院訓練においても、十分な弱視

訓練効果を得ることができました。

家庭での弱視訓練は、訓練中も保護者様の管理が必要であり、その負担は非常に大きなものとなります。一方、オクルパッドを

用いた通院型の訓練は、訓練中は病院にその管理を任せることができます。アイパッチを用いる完全遮閉の弱視訓練のコンプライ

アンスは低い値を示すことが報告されていますが ²）、それに対し通院型の訓練は非常に高いコンプライアンスを維持することがで

きました。これは患児が楽しんでオクルパッドを用いて訓練を施行することができ、また保護者様による訓練中のサポートが不要で

あるため、家庭での訓練と比較して患者・保護者様ともに負担が軽減されている利点が考えられます。この通院型の訓練は、患者

が通院しやすい地域のかかりつけの病院において効果的に行うことのできる新たな弱視訓練の形になり得るので

はないでしょうか。

参考文献：	1）	Kelly	KR,	et	al:	Binocular	iPad	Game	vs	Patching	for	Treatment	of	Amblyopia	in	Children:	A	Randomized	Clinical	Trial.	JAMA	Ophthalmol.	134:1402-1408.	2016.
	 2）	Wallace	MP,	et	al:	Compliance	with	occlusion	therapy	for	childhood	amblyopia.	Invest	Ophthalmol	Vis	Sci.	54:6158-66.	2013.

図 1：オクルパッド訓練の様子
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図２：オクルパッドを用いた通院訓練の代表症例
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視力の測定法および表示法には様々な種類があります。

通常の視力は、非測定眼を遮眼子で遮閉して測定した視力（片眼 遮閉視力）を示します。遮閉せずに両眼で

測定した視力を両眼視力といわれ、片眼視力と比べ良好な視力になることが知られています。これは片眼 遮閉に

より両眼開放下に比べて瞳孔散大が生じることが大きな要因であると考えられます。視力検 査および屈折検 査に

おける瞳孔径の影 響は大きく、片眼 遮閉にともなう瞳孔径散大により焦点深度の低下、収差の増大により自覚的

屈折値の増大が懸念されます。

各眼の分解能を評価し、各眼の屈折矯正を行うという観点では、通常の片眼遮閉下の視力検査が簡便ですが、

患者の日常視力評価という観点では両眼開放視力は大切です。

両眼開放下で各眼の視力測定および屈折矯正を行うためには、不完全遮蔽（遮閉板の代わりに、すりガラス、＋

レンズによる defocus）、両眼分離（左右眼に独立した映像を提示）のいずれかが必要です。前者は非測定眼に

光は入るものの、形態覚は遮断されていますので、両眼開放下ではあるが両眼視は維持できません。後者は両眼

分離映像を提示する装置が大型であり、視力検査に特化した簡便性はありません。

オクルパッドは両眼 開 放下で偏 光レ

ンズ を 装 用した 片 眼 の み に視 標 を

提 示することが可能であり、視標以 外

は両 眼 視できるという利 点 があるた

め、両眼開放 視力検 査が可能です。  

（右図参照）。

片眼 遮閉による瞳孔散大、違和感なく、日常視に近い状 態で、視力・屈折度数を評 価できる両眼開放 視力検

査装置として期待されます。またオクルパッドは表示装置としてタブレットを用いているため、持ち運んで任意の距離

（タブレットの解像度に依存する）で視力を評価することが可能です。マルチフォーカルレンズによる見え方の質を

各焦点距離で同一検査視標で測定できるため臨床的利便性が高いと考えます。

オクルパッドは小児の視力検 査を目的とした絵視力標や PL 法、スクリーニング色覚 検 査標の提 示など、「両眼

開放」と「静的・動的視標の提示」を用いて様々な機能拡張の可能性が期待されます。

両眼開放視力

オクルパッドはタブレット内の円偏光フィルムが除去されており、同位相の円偏光フルムを挿入し
た眼のみにタブレットに表示されている視力標を見ることができる。

 


